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〔
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
二
八
七
〕

判例研究

昭
二
八
2
1
（
撮
謎
嘱
喋
聾
竈
）

上
告
理
由
に
第
一
審
記
録
に
添
付
し
た
上
告
人
の
準
備
書
面
を
援
用
す

る
こ
と
の
適
否

（
麻
雀
）
営
業
取
消
命
令
の
取
消
請
求
事
件
（
昭
和
二
八
年
一
一
月
一
一
日
大

法
廷
判
決
）

X
（
原
告
・
控
訴
人
・
上
告
人
）
は
い
わ
ゆ
る
麻
雀
荘
を
営
業
し
て
い
た
が
、

Y
（
東
京
都
特
別
区
公
安
委
員
会
、
被
告
・
被
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
は
（
当

時
の
）
風
俗
営
業
取
締
法
第
四
条
に
よ
り
X
の
営
業
許
可
取
消
処
分
を
し
た
。

理
由
は
、
①
自
己
の
営
業
所
内
で
数
名
の
博
徒
に
四
回
に
わ
た
り
賭
博
行
為
を

さ
せ
賭
博
開
帳
報
助
を
し
た
こ
と
は
、
東
京
都
風
俗
営
業
取
締
法
施
行
条
例
第

二
三
条
の
営
業
所
内
に
お
け
る
賭
博
行
為
を
防
止
す
る
義
務
に
違
反
す
る
、
②

こ
の
際
遊
技
場
と
し
て
許
可
さ
れ
た
部
屋
以
外
の
部
屋
を
使
用
さ
せ
た
こ
と
は
、

前
記
条
例
第
四
条
第
一
項
に
違
反
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
X
は
次
の
理
由
で
Y
を
相
手
と
し
て
こ
の
営
業
許
可
取
消
処
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分
命
令
の
取
消
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ω
前
記
処
分
理
由

②
に
対
し
て
、
X
は
賭
博
行
為
を
し
た
こ
と
は
な
く
、
ま
た
客
に
使
用
さ
せ
た

場
所
も
許
可
を
受
け
た
部
屋
と
一
体
を
な
す
部
屋
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
前
記
処

分
理
由
②
は
事
実
を
誤
認
し
て
い
る
、
㈹
風
俗
営
業
取
締
法
が
こ
の
種
の
営
業

を
許
可
制
と
し
て
い
る
の
は
職
業
選
択
の
自
由
を
規
定
す
る
憲
法
第
二
二
条
第

一
項
に
違
反
す
る
、
③
風
俗
営
業
取
締
法
は
風
俗
営
業
者
に
の
み
善
良
の
風
俗

を
維
持
す
る
義
務
を
負
担
さ
せ
て
い
る
の
で
、
平
等
の
原
則
を
規
定
す
る
憲
法

第
一
四
条
第
一
項
に
違
反
す
る
、
㈲
前
記
処
分
理
由
①
に
対
し
て
、
仮
に
風
俗

営
業
取
締
法
が
違
憲
で
な
い
と
し
て
も
、
前
記
都
条
例
第
二
三
条
の
内
容
は
風

俗
営
業
取
締
法
の
委
任
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
い
る
の
で
無
効
で
あ
る
、
㈲
当
該

営
業
許
可
取
消
処
分
命
令
に
は
東
京
都
特
別
区
公
安
委
員
会
の
代
表
者
の
表
示
、

捺
印
を
欠
い
て
い
る
の
で
形
式
上
無
効
で
あ
る
。

Y
は
各
主
張
に
つ
い
て
理
由
が
な
い
と
し
て
争
い
、
第
一
審
、
控
訴
審
と
も
に

Y
の
勝
訴
と
な
っ
た
た
め
，
X
は
次
の
上
告
理
由
に
よ
っ
て
上
告
し
た
。
す
な

わ
ち
、
「
①
公
安
委
員
会
の
行
政
処
分
の
準
拠
法
た
る
風
俗
営
業
取
締
法
並
に

其
施
行
の
為
め
発
せ
ら
れ
た
諸
法
令
が
憲
法
に
違
背
す
る
。
㈲
風
俗
営
業
取
締

法
に
基
き
東
京
都
長
官
の
発
布
し
た
法
令
が
同
法
委
任
の
範
囲
を
逸
脱
す
る
、

の
二
点
に
限
局
す
る
。
其
論
拠
陳
述
第
一
審
記
録
に
添
付
し
た
る
原
告
の
準
備

書
面
を
凡
て
援
用
す
る
。
」
さ
ら
に
、
上
告
理
由
書
提
出
期
間
の
経
過
後
に
上
告

理
由
書
に
援
用
し
た
準
備
書
面
を
添
付
し
て
提
出
し
た
。

そ
れ
に
対
し
、
最
高
裁
判
所
は
次
の
理
由
で
Y
の
上
告
を
棄
却
し
た
。

「
本
件
上
告
状
に
は
上
告
の
理
由
と
し
て
本
件
風
俗
営
業
取
締
法
及
び
そ
の
施

行
の
為
に
発
せ
ら
れ
た
諸
法
令
が
憲
法
に
違
背
し
又
同
取
締
法
に
基
き
東
京
都

長
官
の
発
し
た
法
令
が
同
法
委
任
の
範
囲
を
逸
脱
す
る
と
述
べ
そ
の
論
拠
陳
述

と
し
て
第
一
審
記
録
に
添
付
し
た
原
告
の
準
備
書
面
を
援
用
す
る
と
い
う
け
れ

ど
も
上
告
理
由
と
し
て
か
か
る
引
用
は
許
さ
れ
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
又
引
用
以
外
の
上
告
理
由
は
、
単
に
抽
象
的
に
違
憲
ま
た
は
違
法
を

主
張
す
る
に
止
ま
り
、
風
俗
営
業
法
等
の
如
何
な
る
条
項
が
如
何
な
る
理
由
に

よ
り
憲
法
の
如
何
な
る
条
項
に
違
反
す
る
か
に
つ
き
、
及
び
同
法
に
基
い
て
東

京
都
長
官
の
発
し
た
如
何
な
る
法
令
の
如
何
な
る
条
項
が
同
法
の
委
任
の
範
囲

を
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
る
か
に
つ
き
、
何
ら
具
体
的
に
示
し
て
い
な
い
の
で
あ

っ
て
、
か
く
の
如
き
は
、
違
憲
、
違
法
の
主
張
と
し
て
は
適
法
の
も
の
と
は
認

め
ら
れ
な
い
。
（
上
告
代
理
人
A
の
上
告
理
由
と
称
す
る
文
書
及
び
之
に
添
付

の
準
備
書
面
と
称
す
る
文
書
は
、
い
ず
れ
も
本
件
上
告
理
由
書
の
提
出
期
間
を

経
過
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
判
断
を
与
え
な
い
．
）
」

　
判
旨
に
賛
成
す
る

旧
、
本
件
は
い
わ
ゆ
る
上
告
理
由
書
の
記
載
内
容
、
及
び
そ
の
提
出
方
法

（
す
な
わ
ち
上
告
理
由
書
提
出
強
制
主
義
）
に
関
す
る
判
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を

規
定
す
る
民
事
訴
訟
法
三
九
八
条
を
含
む
民
事
訴
訟
法
第
三
編
第
二
章

「
上
告
」
の
部
分
は
、
本
件
判
決
言
渡
の
直
後
（
昭
和
二
九
年
六
月
）
に
若
干

の
改
正
が
実
施
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
判
例
は
旧
法
に
属
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
こ
の
改
正
の
概
要
を
簡
単
に
説
明
し
た
後
、

本
件
の
論
点
で
あ
る
①
上
告
理
由
に
お
け
る
他
の
書
面
の
援
用
の
可
否
、

②
上
告
理
由
の
記
載
内
容
、
さ
ら
に
③
上
告
理
由
書
提
出
期
間
経
過
後
の

上
告
理
由
書
の
提
出
の
問
題
、
に
つ
い
て
、
今
目
確
立
さ
れ
た
理
論
を
も

っ
て
本
件
判
決
当
時
を
振
り
返
る
か
た
ち
で
検
討
し
、
本
件
判
例
の
現
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

に
お
け
る
意
義
を
問
う
こ
と
に
す
る
。

二
．
法
改
正
に
つ
い
て
、
新
旧
両
条
文
を
本
件
に
関
係
の
あ
る
部
分
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に
つ
い
て
比
較
し
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
い
わ
ゆ
る
上
告

理
由
書
提
出
強
制
主
義
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
改
正
前
に
お
い
て
は
、
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（
3
）

　
　
旧
第
三
九
八
条
　
上
告
状
二
上
告
ノ
理
由
ヲ
記
載
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
前
條
ノ
通
知

　
　
　
　
　
　
　
ヲ
受
ケ
タ
ル
日
ヨ
リ
三
〇
日
内
二
上
告
理
由
書
ヲ
提
出
ス
ル
コ

　
　
　
　
　
　
　
ト
ヲ
要
ス

と
な
っ
て
い
た
が
、
新
法
で
は
、

　
第
三
九
八
条
①
上
告
状
二
上
告
理
由
ヲ
記
載
セ
ザ
ル
ト
キ
ハ
最
高
裁
判
所
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
則
ノ
定
ム
ル
期
間
内
二
上
告
理
由
書
ヲ
原
裁
判
所
二
提
出
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
。

　
　
　
　
　
　
　
②
上
告
ノ
理
由
ハ
最
高
裁
判
所
規
則
ノ
定
ム
ル
方
法
二
依
リ
之

　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
記
載
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
。

　
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
提
出
期
間
は
多
少
伸
長
さ
れ
た
も
の
の
そ
の
記

載
方
法
が
（
民
事
訴
訟
規
則
に
よ
っ
て
）
明
確
に
規
定
さ
れ
た
点
で
、
上
告
理

由
書
提
出
強
制
主
義
は
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
ま
た
上
告
理
由
書
の
不
提
出
の
効
果
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
改
正
前
に

お
い
て
は
、

　
　
旧
第
三
九
九
条
　
上
告
人
ガ
前
條
ノ
規
定
二
違
背
シ
上
告
理
由
書
ヲ
提
出
セ
サ

　
　
　
　
　
　
　
ル
ト
キ
ハ
上
告
裁
判
所
ハ
ロ
頭
弁
論
ヲ
経
ス
シ
テ
判
決
ヲ
以
テ

　
　
　
　
　
　
　
上
告
ヲ
却
下
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
と
な
っ
て
い
た
が
、
新
法
で
は
、

第
三
九
九
条

①
左
ノ
各
号
二
該
当
ス
ル
コ
ト
明
ナ
ル
場
合
二
於
テ
ハ
原
裁
判

　
所
ハ
決
定
ヲ
以
テ
上
告
ヲ
却
下
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
。

　
一
、
上
告
ガ
不
適
法
ニ
シ
テ
ソ
ノ
欠
歓
ガ
補
正
ス
ル
コ
ト
能

　
ハ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ト
キ
。

　
二
、
前
条
第
一
項
ノ
規
定
二
違
背
シ
テ
上
告
理
由
書
ヲ
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ズ
又
ハ
上
告
ノ
理
由
ノ
記
載
ガ
同
条
第
二
項
ノ
規
定
二
違

　
　
　
　
　
　
　
　
背
ス
ル
ト
キ
。

　
　
　
　
　
　
　
②
前
項
ノ
決
定
二
対
シ
テ
ハ
即
時
抗
告
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
。

　
と
な
っ
た
。
改
正
前
に
お
い
て
は
上
告
は
原
裁
判
所
あ
る
い
は
上
告
裁

判
所
に
対
し
て
な
さ
れ
（
別
段
の
規
定
が
な
か
っ
た
た
め
、
民
訴
法
三
九
六
条
、

同
三
六
七
条
）
、
原
裁
判
所
に
上
告
が
提
起
さ
れ
る
と
自
動
的
に
原
裁
判
所

か
ら
上
告
裁
判
所
に
訴
訟
記
録
が
送
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
（
民

訴
法
旧
三
九
七
条
）
。
し
か
し
、
上
告
期
間
の
徒
過
、
あ
る
い
は
貼
用
印
紙

額
の
不
足
と
い
っ
た
よ
う
な
上
告
の
適
法
要
件
を
具
備
し
な
い
こ
と
が
明

ら
か
な
も
の
ま
で
上
告
裁
判
所
に
訴
訟
記
録
を
送
付
す
る
こ
と
は
無
駄
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
無
駄
を
回
避
す
る
た
め
に
上
告
状
、
上
告
理

由
書
の
提
出
先
を
原
裁
判
所
に
固
定
し
（
民
訴
法
三
九
七
条
）
、
上
告
適
法
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

件
の
審
査
権
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

三
、
以
上
の
法
改
正
の
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
本
件
判
例
に
つ
い
て
検
討
す

る
。　

ま
ず
．
上
告
理
由
に
お
け
る
他
の
書
面
の
援
用
の
可
否
に
つ
い
て
考
え

る
。　

と
こ
ろ
で
、
大
正
一
五
年
の
改
正
に
よ
っ
て
民
事
訴
訟
法
に
採
用
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

た
い
わ
ゆ
る
上
告
理
由
書
提
出
強
制
主
義
は
、
ド
イ
ッ
民
訴
法
に
倣
っ
て

取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
、
第
一
に
は
上
告
裁
判
所

の
審
理
に
関
す
る
負
担
軽
減
、
さ
ら
に
今
日
に
お
い
て
は
、
第
二
に
前
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

し
た
原
裁
判
所
に
お
け
る
上
告
適
法
要
件
の
審
査
に
供
す
る
た
め
で
あ
る
．

　
本
件
判
例
の
検
討
に
必
要
と
な
る
の
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
前
者
の
目
的
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で
あ
る
．
こ
の
目
的
の
第
一
に
い
う
「
上
告
裁
判
所
の
審
理
に
関
す
る
負

担
軽
減
」
と
は
、
上
告
裁
判
所
は
通
常
適
法
に
提
出
さ
れ
た
上
告
状
ま
た

は
上
告
理
由
書
に
記
載
さ
れ
た
上
告
理
由
に
つ
い
て
．
そ
の
請
求
の
範
囲

及
び
主
張
の
内
容
に
つ
い
て
の
み
書
面
審
理
に
よ
る
判
断
を
な
せ
ぽ
足
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
上
告
裁
判
所
は
も
っ
ぱ
ら
法

律
審
と
し
て
憲
法
あ
る
い
は
法
令
の
違
背
を
審
理
す
る
の
で
あ
っ
て
、
一

般
に
事
実
問
題
に
つ
い
て
は
審
理
し
な
い
。
そ
し
て
、
上
告
裁
判
所
が
法

律
問
題
の
み
を
重
点
的
に
審
理
す
る
な
ら
ぽ
口
頭
弁
論
は
必
ず
し
も
必
要

で
は
な
く
、
む
し
ろ
迅
速
な
処
理
が
期
待
で
き
る
書
面
審
理
が
そ
れ
に
適

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
で
、
も
と
よ
り
上
告
審
に
お
い
て
も
処
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

権
主
義
（
民
訴
法
四
〇
二
条
）
、
さ
ら
に
は
広
義
の
弁
論
主
義
も
な
お
適
用
さ

れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
上
告
理
由
が
具
体
的
に
明
確
に
主
張
さ
れ
な
い
場

合
は
、
実
質
的
に
本
案
の
判
断
に
着
手
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
．
そ
れ

ゆ
え
、
上
告
理
由
は
処
分
権
主
義
及
び
広
義
の
弁
論
主
義
の
下
で
そ
の
本

案
の
判
断
を
具
体
的
に
可
能
な
ら
し
め
る
程
度
に
．
形
式
的
に
も
実
質
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

に
も
具
体
性
．
明
確
性
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
告
理
由

と
し
て
他
の
書
面
を
引
用
な
い
し
援
用
す
る
こ
と
は
、
そ
の
形
式
的
明
確

性
を
欠
く
こ
と
に
な
る
の
で
許
さ
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
か
か
る

理
論
は
大
審
院
に
お
い
て
既
に
確
立
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
大
審
院

に
お
い
て
は
、
例
え
ば
本
件
同
様
準
備
書
面
等
の
援
用
を
許
さ
ず
と
す
る

（
12
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

も
の
の
ほ
か
、
別
の
上
告
事
件
の
上
告
理
由
を
援
用
す
る
こ
と
、
同
一
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

件
に
つ
き
別
の
上
告
人
の
上
告
理
由
を
援
用
す
る
こ
と
等
が
許
さ
れ
な
い

も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
本
件
判
例
は
最
高
裁
と
し
て
従
来

の
立
場
を
再
確
認
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
以
上
の
理
由
か
ら
．
本
件
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
15
）

決
が
同
様
の
趣
旨
を
説
く
こ
と
は
正
当
と
し
て
支
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

四
、
次
に
上
告
理
由
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
前
述
し
た
よ
う

に
、
上
告
理
由
に
は
弁
論
主
義
の
下
で
そ
の
本
案
の
判
断
を
具
体
的
に
可

能
な
ら
し
め
る
程
度
に
実
質
的
な
具
体
性
、
明
確
性
を
要
す
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
具
体
性
、
明
確
性
は
ど
の
程
度
ま
で
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
本
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
と
り
あ
え
ず
記
載
さ
れ
て
い
る
上
告
理
由

は
、
風
俗
営
業
取
締
法
及
び
そ
の
施
行
の
為
に
発
せ
ら
れ
た
諸
法
令
が

「
憲
法
に
違
背
」
し
、
ま
た
同
法
に
基
づ
き
東
京
都
長
官
の
発
し
た
法
令

が
「
同
法
委
任
の
範
囲
を
逸
脱
す
る
」
と
表
現
さ
れ
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
本
件
判
決
は
、
あ
る
法
律
の
ど
の
条
項
が
ど
の
よ
う
な
理

由
に
よ
り
憲
法
の
ど
の
条
項
に
違
反
す
る
か
に
つ
き
、
及
び
あ
る
法
令
の

ど
の
条
項
が
法
律
の
委
任
の
範
囲
を
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
る
か
に
つ
き
、

よ
り
具
体
的
に
明
示
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
前
述
の
よ
う

に
上
告
理
由
の
記
載
事
項
は
昭
和
二
九
年
の
改
正
に
よ
っ
て
詳
細
に
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
（
16
）

さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
本
件
判
決
の
当
時
に
お
い
て
は
そ

れ
に
関
す
る
規
定
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
般
的
に
は
そ

の
記
載
事
項
や
そ
の
形
式
は
訴
訟
事
務
の
慣
例
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
て
い

　
　
　
　
（
17
）

た
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
ず
一
般
的
上
告
理
由
に
つ
い
て
考
え
る
。
こ
の
場
合
、
現
行
の
民
事

訴
訟
規
則
四
六
条
に
よ
れ
ば
、
憲
法
そ
の
他
の
法
令
及
び
こ
れ
に
違
背
す

る
事
由
を
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
法
令
を
示
す
に
は
そ
の
法
令

の
条
項
ま
た
は
内
容
（
成
文
法
以
外
の
法
令
に
つ
い
て
は
、
そ
の
趣
旨
）
を
掲
記
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す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
．
ま
た
そ
の
法
令
違
背
が
手
続
法
違
背
で

あ
る
と
き
は
、
そ
の
違
背
す
る
事
実
を
掲
記
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
）

法
令
違
背
に
つ
い
て
判
例
違
反
を
主
張
す
る
と
き
は
、
そ
の
判
例
を
具
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19
）

的
に
示
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
（
民
訴
規
四
八
条
）
．
こ
の
条
項
を
形
式
的
に

解
釈
す
れ
ぽ
、
憲
法
違
背
に
つ
い
て
は
憲
法
の
条
文
の
明
示
は
必
要
な
い

よ
う
に
も
と
れ
る
が
、
憲
法
に
違
背
す
る
事
実
を
明
示
す
る
た
め
に
は
、

当
然
間
題
と
な
る
憲
法
の
条
文
の
明
示
が
要
求
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ

る
．
も
っ
と
も
、
憲
法
そ
の
他
の
法
令
の
明
示
は
、
具
体
的
に
違
背
事
由

の
記
載
か
ら
知
れ
れ
ば
足
り
、
ま
た
条
文
を
誤
っ
て
表
示
し
て
も
そ
れ
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

け
で
形
式
的
適
法
性
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
．

　
次
に
絶
対
的
上
告
理
由
で
あ
る
が
．
こ
の
場
合
に
は
、
現
行
の
民
事
訴

訟
規
則
四
七
条
に
よ
れ
ば
、
違
背
さ
れ
た
法
律
の
条
項
及
び
そ
れ
に
該
当

す
る
事
実
を
明
示
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
．
も
っ
と
も
民
訴
三
九
五
条

の
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
は
職
権
調
査
事
項
で
あ
る
の
で
、
上
告
理
由

と
し
て
主
張
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
裁
判
所
が
職
権
で
調
査
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

同
条
第
一
号
な
い
し
第
五
号
ま
で
に
違
背
す
る
事
実
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
職
権
調
査
の
発
動
を
当
然
促
し
得
る
程
度
の
事
実
の
指
摘
が
あ
れ
ば
、

民
訴
規
四
七
条
の
規
定
す
る
形
式
か
ら
多
少
は
ず
れ
て
い
て
も
問
題
は
な

い
と
解
さ
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
本
件
判
決
当
時
に
は
存
在
し
て
い

な
か
っ
た
訳
で
あ
る
か
ら
、
本
件
に
つ
い
て
直
接
当
て
は
め
る
こ
と
に
は

一
応
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
改
正
前
の
当
時
に
お
い
て

は
本
件
程
度
の
記
載
を
も
っ
て
充
分
と
す
る
考
え
方
も
形
式
的
に
は
不
可

能
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
告
理
由
書
提
出
強
制
主

義
の
内
容
が
前
述
の
通
り
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
目
的
達
成
の
た
め
現
行

民
事
訴
訟
規
則
の
規
定
す
る
程
度
の
記
載
事
項
は
不
可
欠
な
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
．
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
現
行
民
事
訴
訟
規
則
は
改
正
前
の

当
時
に
お
け
る
潜
在
的
な
法
理
論
を
改
正
に
よ
っ
て
明
文
化
し
た
に
過
ぎ

　
　
　
　
　
（
2
1
）

な
い
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
判
決
が
単
に
抽
象
的
に
違
憲
違

法
主
張
す
る
だ
け
の
記
載
で
は
不
十
分
と
し
た
こ
と
は
、
そ
の
当
時
の
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
22
）

例
と
し
て
も
正
当
な
も
の
と
し
て
支
持
さ
れ
て
よ
い
。

五
、
最
後
に
、
上
告
理
由
書
提
出
期
間
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
本
件
に
お

い
て
は
、
上
告
理
由
書
提
出
期
間
を
徒
過
し
た
後
に
、
上
告
代
理
人
が
問

題
の
準
備
書
面
を
添
付
し
て
上
告
理
由
書
を
提
出
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、

裁
判
所
は
い
ず
れ
も
本
件
上
告
理
由
書
の
提
出
期
間
を
経
過
し
て
提
出
さ

れ
た
も
の
と
い
う
理
由
で
こ
れ
を
採
用
し
な
か
っ
た
。

　
一
般
的
に
は
、
上
告
理
由
書
提
出
期
間
を
経
過
し
た
後
に
提
出
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

上
告
理
由
書
は
、
審
理
判
断
の
対
象
と
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
上
告
理
由
書
提
出
期
間
は
不
変
期
間
で
は
な
い
か
ら
、
裁

判
所
は
事
情
に
よ
り
期
間
を
伸
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
民
訴
法
一
五
八
条

第
一
項
）
一
方
、
追
完
（
民
訴
法
一
五
九
条
）
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、

上
告
理
由
書
提
出
期
間
の
経
過
の
場
合
に
、
追
完
の
規
定
を
類
推
適
用
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

得
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
争
わ
れ
て
い
る
。
大
審
院
の
判
例
は
こ
れ
を
否

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

定
す
る
が
、
肯
定
す
る
学
説
も
多
い
。
ま
た
、
追
完
は
認
め
な
い
が
自
己

の
責
め
に
帰
す
べ
か
ら
ざ
る
事
由
に
よ
る
場
合
は
期
間
経
過
後
の
提
出
を
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（
％
）

認
め
る
と
す
る
見
解
も
有
力
で
あ
る
．
判
例
に
も
、
自
己
の
責
め
に
帰
す

べ
か
ら
ざ
る
事
由
に
よ
っ
て
期
間
が
遵
守
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

後
の
提
出
が
許
さ
れ
る
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
不
変
期
間
に
つ

い
て
追
完
を
認
め
て
い
る
こ
と
と
の
均
衡
を
保
つ
た
め
、
期
問
経
過
後
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

期
間
伸
長
を
肯
定
す
る
見
解
も
あ
る
。
上
告
理
由
書
提
出
期
間
の
経
過
は

原
判
決
の
確
定
と
い
う
重
大
な
結
果
を
招
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
一

定
限
度
の
救
済
は
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
要
件
を
厳
格
に
理
解
し
か
つ
手

続
き
の
安
定
を
図
り
得
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
追
完
の
規
定
を
類
推

適
用
す
る
こ
と
が
正
当
と
解
す
る
。

　
次
に
上
告
理
由
書
の
追
加
提
出
に
つ
い
て
は
、
上
告
状
に
上
告
理
由
を

記
載
し
た
場
合
あ
る
い
は
提
出
期
間
内
に
適
法
な
上
告
理
由
書
の
提
出
が

あ
っ
た
場
合
，
そ
の
期
間
経
過
後
に
お
い
て
上
告
状
に
記
載
さ
れ
た
上
告

理
由
あ
る
い
は
期
間
内
に
提
出
さ
れ
た
上
告
理
由
書
を
補
充
、
釈
明
す
る

趣
旨
で
新
た
な
上
告
理
由
書
を
提
出
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
29
）

た
な
上
告
理
由
を
追
加
し
て
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
法
理
に
よ
っ
て
、
本
件
判
例
に
お
け
る
上
告
理
由

書
提
出
期
間
徒
過
後
に
提
出
さ
れ
た
準
備
書
面
添
付
の
上
告
理
由
書
の
有

効
性
を
検
討
す
る
。
本
件
に
お
い
て
は
上
告
理
由
書
（
及
び
添
付
の
準
備
書

癒
》
は
期
間
経
過
後
に
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
有
効
な
も

の
と
解
釈
す
る
に
は
二
つ
の
方
法
し
か
な
い
。
つ
ま
り
、
第
一
は
自
己
の

責
め
に
帰
す
べ
か
ら
ざ
る
事
由
に
よ
る
期
間
の
伸
長
あ
る
い
は
追
完
に
よ

る
方
法
、
第
二
は
本
件
程
度
の
記
載
を
も
っ
て
上
告
理
由
と
し
て
は
充
分

と
認
め
、
期
間
経
過
後
の
上
告
理
由
書
提
出
を
そ
の
補
充
・
釈
明
と
解
釈

す
る
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
．
ま
ず
第
一
の
方
法
は
採
り
得
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
期
間
の
伸
長
あ
る
い
は
追
完
が
認
め
ら
れ
る
事
情
つ
ま
り
自

己
の
責
め
に
帰
す
べ
か
ら
ざ
る
事
由
と
し
て
は
予
期
し
得
な
い
天
災
地
変

の
場
合
な
ど
に
限
ら
れ
、
当
事
者
の
誤
解
に
よ
る
場
合
や
訴
訟
代
理
人
の

故
意
、
過
失
等
は
こ
の
事
由
に
該
当
し
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
本
件
に
つ
い
て
は
自
己
の
責
め
に
帰
す
べ
か
ら
ざ
る
事

由
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
提
出
を
有
効

と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
第
二
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
改
正
前
の
当

時
に
お
い
て
は
本
件
程
度
の
記
載
を
も
っ
て
充
分
と
す
る
考
え
方
に
よ
れ

ば
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
行
民
事
訴
訟
規
則
が
改
正
前

の
当
時
に
お
け
る
潜
在
的
な
法
理
論
を
明
文
化
し
た
も
の
と
す
る
前
述
の

解
釈
に
よ
っ
て
、
本
件
程
度
の
記
載
で
は
上
告
理
由
の
記
載
と
し
て
不
十

分
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
方
法
も
結
局
採
り

得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
判
例
が
上
告
理
由
書
の
提
出
期
間
を
経
過

し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
と
い
う
理
由
で
こ
れ
を
採
用
し
な
か
っ
た
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
30
）

正
当
な
も
の
と
し
て
支
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

六
、
結
局
、
本
件
判
例
の
説
く
趣
旨
は
当
時
と
し
て
も
現
行
法
下
に
お
い

て
も
当
然
是
認
さ
れ
得
る
理
論
と
い
え
る
。
た
だ
、
本
件
の
よ
う
な
他
の

書
面
の
援
用
と
い
っ
た
事
態
は
、
今
後
解
消
の
方
向
に
向
か
う
の
で
は
な

い
か
。
と
い
う
の
は
、
本
件
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
た
背
景
に
は
、
当

時
の
事
務
処
理
の
効
率
の
低
さ
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。
現

在
で
は
．
当
時
と
比
し
て
提
出
期
間
が
伸
長
さ
れ
た
こ
と
に
も
ま
し
て
、

他
の
分
野
と
同
様
に
法
律
事
務
の
分
野
に
お
い
て
も
、
低
廉
か
つ
小
型
の
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複
写
機
や
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
等
の
普
及
に
よ
っ
て
事
務
処
理
の
効
率

は
飛
躍
的
に
向
上
し
て
い
る
．
し
た
が
っ
て
、
従
前
作
成
し
使
用
し
た
書

面
あ
る
い
は
そ
の
内
容
の
一
部
を
、
他
の
書
面
に
転
用
す
る
こ
と
は
、
法

律
事
務
所
等
に
お
い
て
は
当
然
に
、
ま
た
個
人
的
に
も
極
め
て
容
易
な
こ

と
と
な
っ
た
。
逆
に
、
代
理
人
が
訴
訟
を
追
行
す
る
場
合
で
あ
れ
本
人
訴

訟
の
場
合
で
あ
れ
、
後
日
の
た
め
に
各
種
書
面
を
利
用
し
得
る
よ
う
に
整

備
し
て
お
く
こ
と
は
、
現
在
に
お
い
て
は
訴
訟
追
行
に
必
要
な
最
低
限
の

注
意
と
し
て
怠
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
1
）
　
本
件
判
例
に
は
以
下
の
判
例
批
評
が
あ
る
。
小
室
直
人
・
民
商
三
〇
巻
三

号
一
八
八
頁
（
昭
二
九
）
、
早
川
登
・
名
城
法
学
四
巻
一
号
二
一
頁
（
昭
二
九
）
。

（
2
）
　
そ
の
他
の
改
正
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
1
、
「
民
訴
法
三
九
四
条
の
違
憲
審
査
権
の
明
確
化
」
と
し
て
、
上
告
理
由
と

　
　
し
て
の
原
判
決
の
憲
法
違
背
を
明
記
し
た
。

　
2
、
「
同
条
に
お
け
る
法
令
違
背
の
上
告
理
由
の
縮
小
」
と
し
て
、
上
告
理
由

　
　
と
し
て
の
法
令
違
背
を
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
な
法
令
違
背

　
　
が
あ
る
と
き
に
限
定
し
た
。

　
3
、
「
上
告
審
判
決
に
対
す
る
異
議
申
立
制
度
の
廃
止
」
。

　
4
、
「
特
別
上
告
に
対
す
る
原
裁
判
所
の
適
法
要
件
審
査
権
」
が
導
入
さ
れ
た
。

（
3
）
　
改
正
前
に
お
い
て
は
、
上
告
裁
判
所
の
書
記
官
が
原
裁
判
所
か
ら
訴
訟
記

　
録
の
送
付
を
受
け
た
と
き
に
そ
の
旨
を
当
事
者
に
通
知
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

　
た
（
民
訴
法
旧
三
九
七
条
）
。

（
4
）
　
上
告
受
理
通
知
書
の
送
達
を
受
け
た
日
か
ら
五
〇
日
（
民
訴
規
五
〇
条
）
。

　
な
お
、
本
規
則
の
採
る
到
達
主
義
の
合
憲
性
に
つ
い
て
は
、
最
決
昭
三
四
・

　
七
・
八
民
集
一
三
巻
七
号
九
五
五
頁
目
判
時
一
九
一
号
一
三
頁
を
参
照
。
ま
た
、

　
本
規
則
が
提
出
期
間
を
規
定
す
る
こ
と
の
合
憲
性
に
つ
い
て
は
．
最
決
昭
三

　
三
・
七
・
一
〇
民
集
一
二
巻
一
一
号
一
七
四
七
頁
を
参
照
。

（
5
）
　
し
た
が
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
上
告
受
理
事
件
」
と
し
て
、
上
告
事
件
が
原

裁
判
所
に
係
属
す
る
こ
と
に
な
る
．
そ
し
て
、
万
一
不
備
な
点
が
あ
る
と
ぎ
は

補
正
が
命
じ
ら
れ
る
。
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
欠
飲
が
補
正
す
る
こ
と

が
で
ぎ
な
い
と
き
あ
る
い
は
期
限
内
に
適
式
な
上
告
理
由
書
が
提
出
さ
れ
な
か

　
っ
た
と
き
は
、
原
裁
判
所
が
決
定
を
も
っ
て
上
告
を
却
下
す
る
（
民
訴
法
三
九

九
条
）
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
審
査
は
形
式
的
な
適
法
性
の
要
件
の
確
認
に
限

定
さ
れ
、
主
張
自
体
に
理
由
が
な
い
と
し
て
も
こ
こ
で
却
下
す
る
こ
と
は
で
ぎ

　ない。

そ
の
場
合
は
上
告
裁
判
所
が
判
決
に
よ
っ
て
棄
却
す
る
べ
き
で
あ
る
か

　
ら
で
あ
る
（
民
訴
法
四
〇
一
条
）
。

（
6
）
大
正
一
五
年
改
正
前
の
旧
民
訴
法
で
は
、
不
服
及
び
破
棄
の
程
度
に
つ
い

　
て
の
申
立
、
お
よ
び
実
体
法
違
反
を
理
由
と
す
る
と
き
は
そ
の
法
令
の
表
示
、

手
続
違
反
を
理
由
と
す
る
と
き
は
そ
の
違
反
事
実
の
表
示
を
記
載
す
べ
き
と
さ

　
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
上
告
状
の
任
意
記
載
事
項
に
す
ぎ
な
か
っ
た
（
斉
藤

　
秀
夫
編
『
注
解
民
事
訴
訟
法
⑥
』
〔
小
室
直
人
〕
三
三
〇
頁
（
第
一
法
規
、
昭

　
五
五
）
）
。

（
7
）
　
ド
イ
ッ
民
訴
法
に
お
い
て
は
、
上
告
の
み
な
ら
ず
控
訴
に
お
い
て
も
理
由

　
書
の
提
出
を
規
定
し
て
い
る
。
控
訴
に
つ
い
て
ド
イ
ッ
民
訴
法
五
一
九
条
、
上

　
告
に
つ
い
て
は
同
法
五
五
四
条
。
ド
イ
ッ
に
お
け
る
上
告
理
由
書
提
出
強
制
主

　
義
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
斉
藤
・
前
掲
注
（
6
）
〔
小
室
〕
三
三
〇
頁
参
照
。

（
8
）
　
目
的
の
第
二
に
い
う
「
原
裁
判
所
に
お
け
る
上
告
適
法
要
件
の
審
査
に
供

　
す
る
た
め
」
と
は
．
前
述
の
よ
う
に
上
告
の
適
法
要
件
を
具
備
し
な
い
も
の
ま

　
で
上
告
裁
判
所
に
記
録
を
送
付
す
る
こ
と
の
無
駄
を
回
避
す
る
と
い
う
趣
旨
で

　
あ
る
。
つ
ま
り
、
上
告
理
由
を
記
載
し
て
い
な
い
上
告
状
が
原
裁
判
所
に
提
出

　
さ
れ
た
場
合
、
上
告
が
提
起
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
記
録
を
上
告
裁
判

　
所
に
送
付
す
る
の
で
は
な
く
、
上
告
理
由
書
の
提
出
を
待
っ
て
（
一
通
と
は
限

　
ら
な
い
か
ら
）
法
定
期
間
が
経
過
す
る
ま
で
は
記
録
は
な
お
原
裁
判
所
に
留
め
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ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
も
っ
と
も
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
点
で
上
告

　
裁
判
所
の
負
担
軽
減
の
達
成
を
目
的
と
し
て
い
る
と
い
っ
て
良
い
。

（
9
）
　
書
面
審
理
が
負
担
軽
減
に
直
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
室
直
人
「
上

　
告
理
由
書
提
出
強
制
」
小
室
B
小
山
還
暦
『
裁
判
と
上
訴
』
中
巻
三
九
二
頁

　
（
有
斐
閣
、
昭
五
五
）
を
参
照
。

（
1
0
）
　
上
告
審
に
お
け
る
弁
論
主
義
に
つ
い
て
は
、
民
訴
三
九
八
条
を
ベ
ー
ス
と

　
す
る
と
い
う
考
え
方
（
平
田
浩
「
上
告
審
の
審
判
の
範
囲
」
鈴
木
”
三
ケ
月
編

　
『
新
実
務
民
事
訴
訟
講
座
⑥
一
二
二
五
頁
（
日
本
評
論
社
、
昭
五
七
）
等
）
と
、

　
民
訴
四
〇
二
条
に
関
連
す
る
と
い
う
考
え
方
（
菊
井
”
村
松
『
全
訂
民
事
訴
訟

　
法
皿
』
二
八
一
頁
（
日
本
評
論
社
、
昭
六
一
）
等
）
が
あ
る
。
法
文
を
素
直
に

　
解
釈
す
れ
ば
民
訴
四
〇
二
条
は
処
分
権
主
義
を
定
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
弁

　
論
主
義
は
民
訴
三
九
八
条
に
現
れ
て
い
る
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（
1
1
）
　
そ
の
趣
旨
は
、
民
訴
規
四
九
条
に
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）
　
原
審
に
提
出
し
た
準
備
書
面
等
訴
訟
記
録
の
援
用
に
つ
い
て
は
、
大
判
昭

　
一
〇
・
一
二
・
二
六
民
集
一
四
巻
二
一
四
四
頁
、
大
判
昭
一
一
・
七
・
一
六
新

聞
四
〇
二
二
号
一
〇
頁
、
大
判
昭
一
二
・
九
・
二
八
新
聞
四
一
八
六
号
一
一
頁
、

　
大
判
昭
一
七
・
一
・
二
九
法
学
一
一
巻
九
七
九
頁
．
が
あ
る
。

（
13
）
　
別
の
上
告
事
件
の
上
告
理
由
の
援
用
に
つ
い
て
は
、
大
判
昭
一
二
・
三
・

　
一
一
評
論
二
六
巻
商
法
一
二
八
頁
、
大
判
昭
一
四
・
一
・
一
二
評
論
八
巻
民
訴

　
二
六
九
頁
、
大
判
昭
一
五
・
三
・
一
五
新
聞
四
五
五
九
号
九
頁
、
大
判
昭
一

　
七
・
五
二
一
三
法
学
一
二
巻
二
六
〇
頁
、
が
あ
る
。

（
14
）
他
の
上
告
人
の
上
告
理
由
の
援
用
に
つ
い
て
、
大
判
昭
一
五
・
九
・
二
一

法
学
一
〇
巻
三
二
四
頁
、
が
あ
る
。

（
1
5
）
本
件
判
決
後
、
同
様
の
趣
旨
を
説
く
も
の
と
し
て
、
最
判
昭
二
六
⊥
ハ
・

　
二
九
民
集
五
巻
七
号
三
九
六
頁
（
別
件
の
上
告
理
由
援
用
）
、
最
判
昭
三
九
・

　
一
一
・
一
七
判
時
三
九
六
号
三
九
頁
（
相
上
告
人
の
上
告
理
由
援
用
）
、
最
判

昭
四
二
・
六
・
三
〇
判
時
四
九
三
号
三
六
頁
（
準
備
書
面
援
用
）
、
最
判
昭
五

　
二
・
一
・
二
五
判
時
八
四
二
号
七
三
頁
（
準
備
書
面
援
用
）
、
が
あ
る
。

（
16
）
　
民
訴
規
五
一
条
に
よ
れ
ば
、
上
告
理
由
書
に
は
「
一
、
当
事
者
の
氏
名
、

　
二
、
（
原
裁
判
所
名
、
事
件
名
、
事
件
番
号
に
よ
る
）
事
件
の
表
示
、
三
、
上

　
告
の
理
由
、
四
、
（
委
任
状
等
の
）
付
属
書
類
の
表
示
、
五
、
（
上
告
理
由
書
作

　
成
ま
た
は
提
出
の
）
年
月
日
、
六
、
（
上
告
）
裁
判
所
の
表
示
」
（
括
弧
内
筆
者
）

　
を
記
載
し
、
上
告
人
ま
た
は
代
理
人
が
記
名
押
印
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

（
17
）
大
正
一
五
年
改
正
前
の
旧
民
訴
法
四
三
八
条
第
三
項
は
、
上
告
状
は
準
備

書
面
に
関
す
る
一
般
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
．
不
服
お
よ
び
破
棄
の
程
度
に
つ

　
い
て
の
申
立
．
お
よ
び
実
体
法
違
反
を
理
由
と
す
る
と
き
は
そ
の
法
令
の
表
示
、

　
手
続
法
違
反
を
理
由
と
す
る
と
き
は
そ
の
違
反
事
実
の
表
示
を
記
載
す
べ
き
と

　
し
て
い
た
の
で
、
大
体
こ
れ
に
倣
っ
た
書
き
方
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
小

　
室
・
前
掲
注
（
1
）
三
九
頁
）
。

（
1
8
）
　
周
知
の
よ
う
に
、
日
本
に
お
い
て
は
判
例
の
法
源
性
は
一
般
に
承
認
さ
れ

　
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
原
判
決
が
上
告
裁
判
所
の
判
例
に
違
反
し
て
い
る
こ

　
と
の
み
か
ら
直
ち
に
上
告
理
由
が
発
生
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
上
告

　裁判

所
は
法
令
の
解
釈
適
用
の
統
一
の
た
め
に
、
主
張
さ
れ
た
判
例
違
反
に
つ

　
い
て
は
、
積
極
的
に
判
断
を
与
え
る
こ
と
が
そ
の
使
命
と
い
え
る
。

（
1
9
）
最
判
昭
二
八
・
七
二
一
裁
判
集
民
事
九
号
六
一
五
頁
、
最
判
昭
二
八
・
一

　
一
・
一
七
裁
判
集
民
事
一
〇
号
四
八
一
頁
、
最
判
昭
二
九
・
四
・
八
民
集
八
巻

　
四
号
八
一
九
頁
。
こ
の
場
合
、
裁
判
の
年
月
日
及
び
裁
判
所
名
を
明
確
に
し
、

　
で
き
れ
ば
事
件
番
号
、
判
例
集
の
掲
載
箇
所
を
明
示
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い

　る

（
最
高
裁
事
務
総
局
『
民
事
訴
訟
規
則
の
解
説
』
民
事
裁
判
資
料
五
五
号
八

　
五
頁
（
昭
三
一
）
）
。

（
2
0
）
　
斉
藤
編
・
前
掲
注
（
6
）
〔
小
室
〕
三
三
五
頁
参
照
。

（
2
1
）
　
大
正
一
五
年
改
正
前
の
旧
民
訴
法
四
三
八
条
の
規
定
の
趣
旨
が
、
そ
の
改

　
正
後
か
ら
昭
和
二
九
年
の
再
改
正
ま
で
、
伏
流
と
な
っ
て
な
お
潜
在
的
に
流
れ

　
続
け
て
い
た
と
い
え
る
。
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（
2
2
）
同
趣
旨
の
判
例
と
し
て
は
、
最
判
昭
二
九
・
一
〇
・
一
五
裁
判
集
民
事
一

　
六
号
一
七
三
頁
、
さ
ら
に
現
行
の
民
訴
規
四
六
条
、
四
七
条
に
関
し
て
、
東
京

高
決
昭
五
八
・
一
〇
・
一
四
判
時
一
一
〇
一
号
四
七
頁
野
判
タ
五
一
三
号
一
七

　
一
頁
、
が
あ
る
。

（
2
3
）
　
大
判
昭
四
・
一
二
・
一
二
民
集
八
巻
九
三
二
頁
、
大
判
昭
八
・
一
二
・
九

民
集
唄
二
巻
二
八
二
七
頁
u
評
論
二
三
巻
民
法
一
五
七
頁
．
最
判
昭
和
二
三
・

　
一
二
・
七
民
集
二
巻
一
三
号
四
二
五
頁
目
裁
判
集
民
事
一
号
五
一
三
頁
、
最
判

　
昭
二
八
・
六
・
四
裁
判
集
民
事
九
号
三
二
二
頁
、
最
判
昭
三
七
。
九
・
二
二
民

　集一

六
巻
九
号
一
九
一
八
頁
旺
判
時
三
一
九
号
二
五
頁
、
等
。

（
盟
）
大
判
昭
一
一
・
一
〇
・
三
一
法
学
六
巻
二
三
九
頁
。

（
2
5
）
斉
藤
秀
夫
編
『
注
解
民
事
訴
訟
法
㈹
』
〔
林
屋
礼
二
〕
四
八
六
頁
（
第
一
法

規
、
昭
四
六
）
、
西
村
宏
一
「
期
間
の
遵
守
・
解
怠
」
総
合
判
例
民
訴
法
⑥
一

　
五
二
頁
（
有
斐
閣
、
昭
一
五
）
、
等
が
代
表
的
で
あ
る
。

（
26
）
　
兼
子
一
ほ
か
『
条
解
民
事
訴
訟
法
新
版
』
一
二
一
八
頁
（
弘
文
堂
、
昭
六

　
一
）
、
宇
野
栄
一
郎
「
上
告
審
の
実
務
処
理
上
の
諸
問
題
」
鈴
木
上
ニ
ケ
月
編

　
『
実
務
民
事
訴
訟
講
座
ω
』
三
〇
六
頁
（
日
本
評
論
社
、
昭
四
四
）
、
斉
藤
編
・

前
掲
注
（
6
）
〔
小
室
〕
三
三
三
頁
、
最
高
裁
事
務
総
局
・
前
掲
注
（
1
9
）
八
七
頁
、

　
等
が
代
表
的
で
あ
る
。

（
2
7
）
　
大
阪
高
決
昭
三
八
・
五
・
二
四
判
タ
一
四
六
号
九
八
頁
醐
判
タ
一
四
六
号

　
九
八
頁
、
東
京
高
判
昭
三
八
・
一
一
・
五
高
裁
民
集
一
六
巻
八
号
六
三
七
頁
“

　
判
時
三
五
六
号
三
八
頁
。
も
っ
と
も
．
い
ず
れ
の
事
件
に
お
い
て
も
自
己
の
責

　
め
に
帰
す
べ
か
ら
べ
る
事
由
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
（
前
者
は
法
の
不
知
、
後

　
者
は
上
告
理
由
書
を
誤
っ
て
上
告
裁
判
所
に
提
出
）
と
し
て
、
不
適
法
却
下
と

　
な
っ
た
。

（
2
8
）
　
細
野
長
良
『
民
事
訴
訟
法
要
義
三
巻
』
六
四
頁
（
厳
松
堂
、
昭
五
）
、
菊
井

　
閂
村
松
・
前
掲
注
（
1
0
）
二
六
九
頁
。

（
2
9
）
　
東
京
高
判
昭
三
〇
・
一
二
二
二
高
裁
民
集
八
巻
九
号
六
九
五
頁
。
た
だ

　
し
、
原
判
決
に
再
審
事
由
が
存
在
し
、
か
つ
上
告
理
由
と
し
て
主
張
し
得
る
場

合
に
は
、
上
告
理
由
提
出
期
間
の
経
過
後
に
お
い
て
も
理
由
書
提
出
は
許
さ
れ

る
（
最
判
昭
四
三
・
五
二
一
民
集
二
二
巻
五
号
一
一
一
〇
頁
）
。
こ
の
場
合
、
な

　
お
上
告
理
由
書
提
出
期
間
の
拘
束
は
有
効
で
あ
る
か
ら
裁
判
所
の
期
間
伸
長
決

定
を
要
す
る
と
す
る
見
解
（
上
記
判
例
、
兼
子
一
ほ
か
・
前
掲
注
（
2
6
）
二
二

九
頁
．
小
室
直
人
・
民
商
八
一
巻
三
号
九
九
頁
）
と
、
上
告
理
由
書
提
出
期
間

　
の
拘
束
は
な
く
な
る
と
す
る
見
解
（
大
判
昭
九
・
九
・
一
民
集
一
三
巻
一
七
六

　
八
頁
．
菊
井
維
大
『
民
事
訴
訟
法
下
巻
』
〔
双
書
〕
四
六
二
頁
（
弘
文
堂
、
昭

　
四
三
）
、
斉
藤
秀
夫
『
民
事
訴
訟
法
概
論
新
版
』
六
〇
六
頁
（
有
斐
閣
、
昭
五

七
）
）
が
あ
る
。

（
3
0
）
　
小
室
・
前
掲
注
（
1
）
四
〇
頁
は
、
そ
の
結
果
他
に
上
告
理
由
の
開
示
が

な
い
か
ら
、
裁
判
所
は
民
訴
旧
三
九
九
条
に
よ
っ
て
不
適
法
却
下
と
す
べ
き
で

　あっ

た
と
し
、
本
件
判
決
の
採
っ
た
結
論
す
な
わ
ち
民
訴
四
〇
一
条
に
よ
る
棄

　
却
と
い
う
処
理
を
批
判
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
壽
宏
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